








　神経障害児はその多様性において,他のグループと明らかに異る分野である。

先天発達障害,遺伝疾患,事故,感染症,血管障害など原因が多様であり,またそ

の発症の時期も胎内性,生下時,生後各時期に渉り,疾患の経過も激症から緩徐

に進行するものまであり疾患の種類は無数になると思われる。

　このような多種のものに題目のような基準を作ることは全く不可能である。

神経障害については各疾患についての各個の研究が膨大に必要となる。多くの

研究者による長期間の累積が大切である。


